
奥村さんの早すぎる死を悼む

病が進んでいることは誰の目にも明らかだったが,あ まりにも死

は早すぎた。 ボクシングで鍛えた強靭な身体を持ち,闘 病中も 「命

に関わるものではないか ら」 と,常 々奥村 さんは言っていたではな

いか。 まだまだ したいことも,な すべきことも,山 ほどあったろう

に。私 も話 したいこと,聞 きたいことがあるのに。彼 は人に優 しく,

理性的判断ので きる人物だった。 しかしその反面鋭敏な感性をも持

ち合わせていた。 酔って地下の居酒屋で尾崎豊を歌 うとき涙を浮か

べるのが常だったが,い ったいあの涙は何だったのだろう。

奥村さんの 『反デカル ト的省察』(1987年)は,そ の大胆なデカ

ル ト批判によって私のデカル ト観を一新させて くれた。 デカル ト自

身の 「生の利益ususvitae」 という概念を逆用 してその哲学その も

のを崩そうという斬新な構成,そ れが成功するには相手の隙をつ く

、緻密な分析力と相手の力を自らの力に変えるしなやかな表現力が必 垂

要である。 彼のこの優れた能力は,哲 学にとどまらず,会 議の場で

も遺憾なく発揮 されたものだ。 しか し,今 となってみれば,こ の書

はむしろ彼の生涯を予兆 していたのだ という感慨に襲われる。 哲学":3

と実人生とがこれほどに緊密に結びついた書物はそうざらにあるも

、、のではない。 「〈釘づけ〉になった身体」という概念いや感覚を論じ,・
「健やかな身体」の希望にあれほ どのスペースを割 いていたのも,

今なら理解できる。

奥村哲学は身体の哲学である。 そして,そ れが とる立場は,懐 疑

的,相 対主義的な功利論である。彼の造語を借 りれば,合 理ならぬ

「合利」がその哲学の根底にある。

「〈知〉は 〈利〉に基づ き,〈利〉は 〈生〉のためにある。 そして 〈生〉

とは 『固有の身体』 とともに現実の世界に生きることである。」'

彼は早熟と言えるほどに,人 生の知に通暁 していたのである。 唯
一・の絶対的真理というイデオロギーには懐疑的だったのである。 そ

のような主張をなす者のうちに人生の危うさを直感 していた。 真理
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